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1） 本研究は，平成23-27年度科学研究費補助金基盤研究(C) (課題番号23530933，研究代表者 牧野幸志)
の助成を受けて行われた。 
2） 本研究の一部は，日本社会心理学会第53回大会で発表された。 
【要 約】本研究では，第 1 に，同性友人，異性友人に対するコミュニケーション・スキル(以下，
CS と表記)尺度を作成する。次に，その尺度を使用して青年期の CS が性別，学年により異なるかを調
査する。さらに，CS により友人関係の特徴や満足度が異なるかを検討する。調査参加者は大阪府内の
私立大学(共学)に通う大学生 160 名(男性 103 名，女性 57 名，平均年齢 19.34 歳)であった。 
 因子分析の結果，同性友人に対する CS，異性友人に対する CS ともに 5 因子が抽出された。それら
は，自己表現スキル，状況判断スキル，会話スキル，葛藤解決スキル，関係構築スキルであった。各
CS の 5 因子に対して性別(男性，女性)×学年(1 年生，2 年生，3年生)の 2 要因分散分析を行なった。
その結果，同性友人 CS では，状況判断スキルは，女性のほうが男性よりも高く，1 年生よりも 3 年生
が高かった。また，会話スキルは，1 年生よりも 3 年生が高かった。他方，異性友人 CS では，関係構
築スキルは，1 年生よりも 2，3 年生のほうが高かった。次に，同性友人 CS と友人関係との関連を検
討したところ，同性友人間で状況を判断するスキルが高い人ほど，同性友人に気を使っていることが
明らかとなった。また，同性友人 CS と異性友人 CS のすべての因子が友人関係満足度と正の相関がみ
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2．方 法 
2.1．調査手続きと調査参加者 
 2012 年(平成 24 年)4 月に大阪府内の私立大学にて集合調査を行なった。調査は「大学生の日
常生活に関するアンケート」という形で，無記名式で行なわれた。調査に要した時間は配布，
回収を含めて約 20 分間であった。 
 調査参加者 調査参加者は大阪府内の私立大学(共学)に通う大学生 160 名(男性 103 名，女性
57 名，平均年齢 19.34 歳，年齢幅 18～26 歳，1年生 54 名，2年生 40 名，3年生 61 名，4年生








 異性友人に対するコミュニケーション・スキル尺度(異性 CS 尺度) 主に学校での異性友人と
のコミュニケーションとそのスキルに関する 22 項目(牧野(2009)の CS 尺度を異性友人(恋人は
含まない)に限定して再構成したもの)，「まったくあてはまらない」～「よくあてはまる」の
4 段階評定(得点範囲 1～4)，得点が高いほど異性友人に対してのコミュニケーション・スキル
が高いことを示す。項目内容は，同性 CS 尺度と同じ。 同性友人関係尺度 岡田(1995)による
友人関係尺度を同性の友達に限定して使用した。この尺度は，青年期の友人関係の特徴を測定
する尺度(17 項目)である。3 つの下位尺度に分かれており，1 つ目は友人に気を遣いながら関
わる「気遣い」尺度，2つ目は深いかかわりを避けてお互いの領域を侵さない「ふれあい回避」
尺度，3 つ目は集団でいることを志向する「群れ」尺度である。「まったくあてはまらない」
～「よくあてはまる」の 4 段階評定(得点範囲 1～4)，得点が高いほど該当項目の程度が高いこ
とを示す。 友人関係満足度 加藤(2001)による友人関係満足度を使用。友人関係の満足度に
関する 6項目(1 因子構造)，「まったくあてはまらない」～「よくあてはまる」の 5段階評定(得
点範囲 1～5)，得点が高いほど現在の友人関係(同性異性どちらも含む)に満足していることを
示す。 
Table 1 調査参加者の内訳 
 男性 女性 合計 
大学 1年生  38 16  54 
大学 2年生  20 20  40 
大学 3年生  42 19  61 
大学 4年生  3  2  5 
合計 103 57 160 
   (人) 
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3．結 果 
3.1．同性・異性コミュニケーション・スキル尺度(同性 CS 尺度・異性 CS 尺度)の因子構造 
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3.2．大学生の同性友人コミュニケーション・スキルの性差と学年差 
 同性友人へのコミュニケーション・スキルの各因子が性別と学年により異なるかを検討した。
分析は，性別(男性・女性)×学年(1 年生，2 年生，3 年生)の 2 要因分散分析(いずれも被験者
間要因)で行なった。4年生の大学生は全体で 5人と少数であったので分析対象外とした。従属
変数は，同性友人へのコミュニケーション・スキルの 5つの因子得点であった。 
 自己表現スキル 同性友人への自己表現スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 2 参照)。その結果，主効果，交互作用ともに有意な差はみられなかった(そ
れぞれ，F (1, 149)=0.28, n.s.，F (2, 149)=0.84, n.s.，F (2, 149)=0.34, n.s.)。自己表
現スキルに性差はみられず，学年によっても差はなかった。全体の平均値は 2.88 と比較的高か
った。 
 状況判断スキル 同性友人への状況判断スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 3 参照)。その結果，性別の主効果，学年の主効果が有意であった(それぞれ，
F (1, 149)=5.11, p <.05，F (2, 149)=3.10, p <.05)。同性友人への状況判断スキルは，男性






Table 2 性別と学年による同性友人への自己表現スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
2.77 3.03 2.92 
(0.09) (0.13) (0.09) 
    
女性 
2.81 2.86 2.90 
(0.14) (0.13) (0.13) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
Table 3 性別と学年による同性友人への状況判断スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
3.04 3.21 3.35 
(0.07) (0.09) (0.06) 
    
女性 
3.32 3.33 3.42 
(0.10) (0.09) (0.09) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
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 会話スキル 同性友人への会話スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析を行なっ
た(Table 4 参照)。その結果，学年の主効果が有意であった(F (2, 149)=4.02, p <.05)。下位
検定の結果，1年生(M =2.63)よりも 3年生(M =3.00)のほうが高かった。 
 葛藤解決スキル 同性友人への葛藤解決スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 5 参照)。その結果，学年の主効果に有意傾向がみられた(F (2, 149)=2.35, 
p <.10)。1 年生(M =2.39)よりも 3年生(M =2.62)のほうが高い傾向がみられた。 
 関係構築スキル 同性友人への関係構築スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 6 参照)。その結果，主効果，交互作用ともに有意な差はみられなかった(そ








Table 4 性別と学年による同性友人への会話スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
2.61 2.87 3.06 
(0.10) (0.14) (0.10) 
    
女性 
2.65 2.83 2.93 
(0.16) (0.14) (0.15) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
Table 5 性別と学年による同性友人への葛藤解決スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
2.38 2.63 2.60 
(0.10) (0.13) (0.09) 
    
女性 
2.40 2.53 2.65 
(0.15) (0.13) (0.13) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
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分析は，性別(男性・女性)×学年(1 年生，2 年生，3 年生)の 2 要因分散分析(いずれも被験者
間要因)で行なった。4年生の大学生は全体で 5人と少数であったので分析対象外とした。従属
変数は，異性友人へのコミュニケーション・スキルの 5つの因子得点であった。 
 自己表現スキル 異性友人への自己表現スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 7 参照)。その結果，主効果，交互作用ともに有意な差はみられなかった(そ
れぞれ，F (1, 149)=2.64, n.s.，F (2, 149)=0.19, n.s.，F (2, 149)=1.30, n.s.)。自己表
現スキルに性差はみられず，学年によっても差はなかった。全体の平均値は 2.59 であった。 
 状況判断スキル 異性友人への状況判断スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 8 参照)。その結果，主効果，交互作用ともに有意な差はみられなかった(そ





Table 6 性別と学年による同性友人への関係構築スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
2.44 2.35 2.66 
(0.11) (0.16) (0.11) 
    
女性 
2.50 2.66 2.51 
(0.18) (0.16) (0.16) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
Table 7 性別と学年による異性友人への自己表現スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
2.40 2.46 2.63 
(0.11) (0.15) (0.10) 
    
女性 
2.69 2.80 2.57 
(0.17) (0.15) (0.15) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
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 会話スキル 異性友人への会話スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析を行なっ
た(Table 9 参照)。その結果，学年の主効果に有意傾向がみられた(F (2, 149)=2.95, p <.10)。
1 年生(M =2.10)よりも 2年生(M =2.49)のほうが高い傾向がみられた。 
 葛藤解決スキル 異性友人への葛藤解決スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 10 参照)。その結果，学年の主効果に有意傾向がみられた(F (2, 149)=2.79, 
p <.10)。1 年生(M =1.90)よりも 2年生(M =2.25)のほうが高い傾向がみられた。 
 関係構築スキル 異性友人への関係構築スキル得点に対して，性別と学年の 2 要因分散分析
を行なった(Table 11 参照)。その結果，学年の主効果が有意であった(F (2, 149)=3.46, p <.05)。





Table 8 性別と学年による異性友人への状況判断スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
2.75 2.85 3.03 
(0.09) (0.13) (0.09) 
    
女性 
2.79 2.98 2.94 
(0.14) (0.13) (0.13) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差  
Table 9 性別と学年による異性友人への会話スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
2.06 2.43 2.38 
(0.12) (0.17) (0.11) 
    
女性 
2.15 2.55 2.26 
(0.19) (0.17) (0.17) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
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Table 10 性別と学年による異性友人への葛藤解決スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
1.99 2.27 2.06 
(0.11) (0.15) (0.11) 
    
女性 
1.81 2.23 2.16 
(0.17) (0.15) (0.16) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
Table 11 性別と学年による異性友人への関係構築スキルの差異 
学年
性別 
1 年生 2 年生 3 年生 
男性 
1.96 2.20 2.28 
(0.12) (0.17) (0.12) 
    
女性 
1.88 2.39 2.26 
(0.19) (0.17) (0.18) 
評定値は，1～4 点の得点を取りうる。( )内は標準偏差 
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3.4．コミュニケーション・スキルと友人関係との関連 
3.4.1．同性友人へのコミュニケーション・スキルと同性友人関係尺度との関連 



















Table 12 同性友人 CS と友人関係尺度との相関関係 
同性友人関係尺度 同性友人 CS 尺度 
 自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
   気遣い尺度   .052   .207 **   .027   .119   .116 
   ふれあい回避尺度  －.021  －.120  －.105   .100   .101 
   群れ尺度   .340 **   .355 **   .440 **   .277 **   .359 ** 
注)表内の数値は相関係数  
N = 160, ** p <.01 
Table 13 同性・異性友人 CS と友人関係満足度との相関関係 
 同性友人 CS 尺度 
 自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
友人関係満足度 .358 ** .456 ** .454 ** .337 ** .380 ** 
 異性友人 CS 尺度 
 自己表現 状況判断 会話 葛藤解決 関係構築 
友人関係満足度 .349 ** .298 ** .341 ** .238 ** .277 ** 
注)表内の数値は相関係数  
N = 160, ** p <.01 
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4．考 察 












ほぼ同様の 5 因子を抽出した。 























経営情報研究 第 20 巻第 1 号(2012 年 9 月)，17－32 ページ 







































































引 用 文 献 
 
相川 充 (1999). 孤独感の低減に及ぼす社会的スキル訓練の効果に関する実験的検討 社
会心理学研究，14，95-105. 
相川 充 (2000a). シャイネスの低減に及ぼす社会的スキル訓練の効果に関するケース研究 
東京学芸大学紀要(第 1部門教育科学)，51，49-59. 
経営情報研究 第 20 巻第 1 号(2012 年 9 月)，17－32 ページ 
―  ― 32
相川 充 (2000b). 人づきあいの技術―社会的スキルの心理学― サイエンス社 
天野隆夫 (1985). 女子生徒のインフォーマル・グループ アジア文化，10，87-95. 
大坊郁夫 (2006). コミュニケーション・スキルの重要性 日本労働研究雑誌，546，13-22. 
大坊郁夫・栗林克匡・中野星 (2000). 社会的スキル実習の試み 北海道心理学研究，23，22. 
堂野恵子 (2010). 児童中期・後期の友だち集団関係性が社会的スキルの発達に及ぼす効果 
安田女子大学紀要，38，33-42. 




飯田順子 (2003). 中学生における学校生活スキルと学校生活満足度との関連 学校心理学
研究，3，3-9. 
加藤 司 (2001). 対人ストレス過程の検証 教育心理学研究，49，295-304. 
牧野幸志 (2009). 中学生を対象としたコミュニケーション･スキル訓練の開発(1)－ 中学生
のコミュニケーション･スキル，精神的健康の性差，学年差の検討 － 経営情報研究，17(1)，
1-16. 
牧野幸志 (2010a). 中学生を対象としたコミュニケーション･スキル訓練の開発(2)－ 中学
生と大学生のコミュニケーション･スキルの比較 － 経営情報研究，17(2)，35-43. 
牧野幸志 (2010b). 中学生を対象としたコミュニケーション･スキル訓練の開発(3)－ 中学
生に対するコミュニケーション・スキル訓練の効果 － 経営情報研究，18(1)，1-9. 
牧野幸志 (2011a). 中学生を対象としたコミュニケーション･スキル訓練の開発(4)－ コミ
ュニケーション・スキル訓練が自己評価に与える影響 － 経営情報研究，18(2)，107-118. 
牧野幸志 (2011b). 大学生の相談行動に関する研究(1)－ 大学生の悩みと相談相手に関する
基礎研究 － 日本心理臨床学会第 30 回秋季大会発表論文集，445. 
松井 豊 (1990). 友人関係の機能(斎藤耕二・菊池章夫編著) 社会化の心理学ハンドブック 
川島書店 Pp.283-296. 
落合良行・佐藤有耕 (1996). 青年期における友達とのつきあい方の発達的変化 教育心理学
研究，44，55-65. 
岡田 努 (1995). 現代大学生の友人関係と自己像・友人像に関する考察 教育心理学研究，
43，354-363. 
佐藤有耕 (1995). 高校生女子が学校生活においてグループに所属する理由の分析 神戸大
学発達科学部研究紀要，3，11-20. 
菅原真理子 (1979). 現代ヤングレディ考 ―その実像と国際比較― 中央法規出版 
和田 実 (1993). 同性友人関係：その性および性役割タイプによる差異 社会心理学研究，
8，67-75. 
和田 実 (1998). 大学生のストレスへの対処，およびストレス，ソーシャルサポートと精神
的健康との関係―性差の検討 実験社会心理学研究，38，193-201. 
